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主成分分析では、指定した次元まで主成分から計算する多変量の距離(T2)を計算し、主成分分析における外れ値の

サンプルを探すことができます。他の商品とは違う商品や、異なる評価をする消費者を見つけるといった用途で便利

な機能です。 

例：次のデータは、日本の主要な市町村における 2017 年の菓子類の消費金額（円）を入力したデータです。（出典：

総務省 家計調査） 

このデータを主成分分析したときの要約プロットを以下に示します。 

スコアプロット（中央の図）は、市町村（サンプル）のスコアプロットです。中心から距離が遠い外れいているデータが

いくつかあることがわかります。ここでは固有値の値が 1 を超える成分まで考えることにし、第 4成分までを抽出する

ことにします。 

■操作:外れ値分析

1. レポート「主成分分析: 相関係数行列から」の左上にある赤い三角ボタンから [外れ値分析]を選択します。

2. レポート「外れ値分析」の左上にある赤い三角ボタンから [成分の数]を指定し 成分数を”4”に指定します。

#3.主成分分析での外れ値分析 
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外れ値分析のレポートです。横軸はサンプルの行番号、縦軸には T2がプロットされます。赤色の線は（上側）仕様限

界値を示し、この赤線より上にある（値が大きい）サンプルが外れ値とみなすことができます。 

この例では、4 つの外れ値がありますので、これらはどこの都市で、どの菓子が外れていることに大きく寄与している

のかを調べてみます。 

 

グラフ上で 4 つのデータを選択（マウスカーソルをドラッグして四角の枠を作ることによりまとめて選択することができ

ます。）し、「外れ値分析」の左にある赤い三角ボタンから [選択した行の寄与率プロット]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「選択したデータ行のT2寄与率プロット」は、選択した 4つの都市に対する、各菓子類の寄与率を棒グラフで示してい

ます。値がプラスの場合は消費金額が高い、値がマイナスの場合は消費金額が低いことを示します。 

 

結果の解釈例として、標本 37（左下）は長崎市です。寄与度プロットをみると「カステラ」の寄与が非常に高いことが

分かります。 


